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日　時 平成１６年４月２６日∑

午後３時３０分～５時３０分
場　所 本会会議室（東京都中央区晴海

１－８－１２ オフィスタワーＺ４階）
出席者 評議員８０名のうち，出席評議員

６７名（内，委任状１９名）

１．開　会
青木会長が，開会を宣し，上記のとお
り評議員の出席があったので，定款第
２９条２項に基づき本評議員会は，有効
に成立したことを宣した。

２．議長の選出
青木会長は，定款第２９条１項により，
本日の議長を選出願いたいが如何なる
方法に依るかを議場に問うた所，議場
より「会長一任」との発言があり，会
長は，池田芳樹氏を推薦し，その可否
を議場に問うたところ満場異議無く承
認可決した。よって，池田評議員が議
長に就任した。

３．議事録署名人の指名
議長は細則第１９条に基づき，平倉直
子・山崎孝一の両評議員を議事録署名

人に指名した。

４．報告事項
平成１５年度本会会務の報告
・下半期常置委員会活動報告他
事務局より，下半期常置委員会活動報告
（各支部から１５年度事業報告及び１６年
度事業計画案報告）・会員の動静・平成
１５年度本会収支決算の報告があった。

５．協議事項
∏平成１６年度事業計画（案）及び平成１６年
度収支予算（案）について
事務局より資料について説明の後，議
場より次の質問・意見があった。
・１６年度収支予算において，試験受託
収入は，インターネットによる受付
開始等による受託費の減少は考慮さ
れているのか伺いたい。
・移転等による管理費の削減が行われ
ているが，今後も管理費の適正な予
算策定を願いたいとの意見があった。

事務局より以下の回答があった。
・試験の受託費については，ご指摘の
とおり受付場所での受験申込人数の
減少が見込まれ，本予算では既に減
額予算とし策定を行っている。
議長は，最終的には５月２４日に開催さ
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れる平成１６年通常総会において詳細等
は，決定されることを述べ，満場異議
無く承認された。

６．その他
事務局より，先程行なわれた４月定例
理事会にて本会細則改正，及び支部規
約・支部規程準則が承認されたことを
報告した。改正内容としては，本会細
則第２条（支部）に関し，支部のブロ
ック割，名称，管轄地域を明確化する
とともに，支部規約・支部規程準則の
根拠を明記した細則の改正，及び支部
規約・支部規程準則による本部会員と
支部会員の関係，支部支出金の設定等
を説明した。

７．閉　会
議長は，他に協議事項はないか議場に
問うた。議場より何等発言もなく，議
長は，本日の評議員会の閉会を宣した。

平成１６年４月２６日この議事録を作成
し，議長及び議事録署名人が署名，押
印する。

議　長（池　田　芳　樹）
署　名 À

東京建築士会平成１６年度
第一回評議員会議事録

東京建築士会でも，いよいよ専攻建築士制度が動き出した。
今まで各分野で活躍してきた建築士たちに，その仕事ぶりを正しく評価して，広く一
般のユーザーにもわかりやすくしようとする制度と受け止めている。

社会が複雑になり，情報が氾濫する一方で，細部はブラックボックス化して，家電も
自動車も医療も教育さえもますます見えにくくなっている。
ものをつくる人間にとっては，おそらくあまりにせわしなく，煩雑な世界になってし
まった。ものつくりがものから離れ，人から離れつつある。
そこで，今一番危機に瀕しているのはd信頼関係e。建築には特に重い関係と思う。

（＝創り出される過程が多様で複雑で分かり難いから）
信頼という本来人と人，心と心で結ばれるべき絆が，どうしても他のこと（＝制度）

に頼らざる得なくなった。専攻建築士制度は，その助けになると信じるにたる制度だと
思う。なぜならこの制度は，実務を実践力と評価し，社会貢献と共に，建築への責任あ
る態度を表現する制度だから……
例えば，建築について何を誰に問えばよいのかという困難な問題についても明るさを
感じさせてくれる。ユーザーの不安を少しでも和らげ信頼関係の絆を深める助けになる。
良い仕事をし続けることが，新しい仕事に繋がる。地道でも，じっくりと誠実に仕事を
することを讃える制度として大きく成長してほしい。

世知辛い世の中は，人と人が，人とものが，あたたかくつきあえなくなってきたから
だろう。人のぬくもりやよろこびが，見えにくく感じにくくなってきたからだろう。
ものづくりは，人とものとの関わりを通して，人と人の関わりの道筋を示唆する大切
な所作だと考えたい。少なくとも建築の現場からは，そう思う。
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〔生産専攻〕

専攻建築士制度　ìものづくりを讃える制度としてì


